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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第83期

第１四半期累計期間
第84期

第１四半期累計期間
第83期

会計期間
自　2023年１月１日
至　2023年３月31日

自　2024年１月１日
至　2024年３月31日

自　2023年１月１日
至　2023年12月31日

売上高 （千円） 8,679,112 8,427,224 32,770,286

経常利益 （千円） 700,036 180,313 1,414,352

四半期（当期）純利益 （千円） 451,695 96,986 929,820

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 3,335,500 3,335,500 3,335,500

発行済株式総数 （株） 12,662,100 12,662,100 12,662,100

純資産額 （千円） 8,000,511 8,511,128 8,538,592

総資産額 （千円） 21,129,736 21,695,207 20,169,771

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 36.74 7.89 75.63

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － 14.50

自己資本比率 （％） 37.9 39.2 42.3

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結経営指標等については記載しておりません。

２　持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社を有していないため記載しておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期累計期間において、当社は不動産関連事業を開始いたしました。なお、当該事業はセグメント情報に

おける「その他」の区分に含まれております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリス

ク」についての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）財政状態及び経営成績の状況

①　経営成績の状況

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、株式市場が活況を呈しており、雇用環境についても改善がみら

れる一方、世界的な金融引き締めに伴う影響や、物価上昇によるコスト高や為替相場の変動が続いており、中東

地域をめぐる情勢等、依然として先行きは不透明な状況が続いております。

インテリア業界におきましては、重要な指標である新設住宅着工戸数は、前年対比マイナス基調で推移してお

り、加えて原材料価格の高騰等の影響が顕在化しており、先行きも予断を許さない状況となっております。

当社は、2024年12月期から2026年12月期までの中期経営計画「Ｂｅｙｏｎｄ－１２０」を策定し、事業ポート

フォリオの再構築、資本コストを意識した経営、人財への積極的な投資を実行し、環境・社会課題への取組みと

して、事業活動を通じてＳＤＧｓの達成に貢献してまいります。

この様な環境のもとで、当社の売上高は前年同期比2.9％減の8,427百万円、営業利益は前年同期比71.7％減の

201百万円、経常利益は前年同期比74.2％減の180百万円、四半期純利益は前年同期比78.5％減の96百万円となり

ました。

セグメント別の業績は以下のとおりであります。

インテリア事業

壁装材見本帳“ライト”、“Ｖ－ウォール”、“ウィル”、“らくらくリフォームプレミアム”、カーテン見

本帳“サーラ”、床材見本帳“クッションフロア”、“エルワイタイル”等を増冊発行し拡販に努めましたが、

売上高は前年同期比12.2％減の6,040百万円となり、セグメント利益は前年同期比98.1％減の12百万円となりま

した。

スペースソリューション事業

新しい働き方に対応したオフィス空間構築を検討する顧客企業に対し、顧客ニーズに寄り添った提案活動に注

力し、好調に推移いたしました。この結果、売上高は前年同期比32.9％増の2,386百万円となり、セグメント利

益は前年同期比135.0％増の195百万円となりました。

その他事業

その他事業は営業損失6百万円となりました。

 

②　財政状態の状況

当第１四半期会計期間末の総資産は前事業年度末比1,525百万円増の21,695百万円となりました。

流動資産は前事業年度末比1,393百万円増の17,405百万円となりました。これは電子記録債権の減少（705百万

円）等の減少要因はあるものの、主に現金及び預金の増加（943百万円）、受取手形、売掛金及び契約資産の増

加（650百万円）、仕掛販売用不動産の増加（351百万円）によるものであります。

固定資産は前事業年度末比131百万円増の4,290百万円となりました。これは主に投資有価証券（投資その他の

資産「その他」）の増加（78百万円）によるものであります。

負債総額は前事業年度末比1,552百万円増の13,184百万円となりました。流動負債は前事業年度末比1,580百万

円増の12,063百万円となりました。これは主に短期借入金の増加（895百万円）、支払手形及び買掛金の増加

（605百万円）によるものであります。固定負債は前事業年度末比27百万円減の1,120百万円となりました。

純資産は前事業年度末比27百万円減の8,511百万円となりました。なお、自己資本比率は39.2％となりまし

た。
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(2）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

(3）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第１四半期累計期間において、当社が優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更はあり

ません。

 

(4）研究開発活動

　特記すべき事項はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期会計期間において、特記すべき事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 41,000,000

計 41,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2024年３月31日）

提出日現在発行数（株）
（2024年５月14日）

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協会名

内容

普通株式 12,662,100 12,662,100
東京証券取引所

スタンダード市場

単元株式数

100株

計 12,662,100 12,662,100 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

2024年１月１日～

2024年３月31日
－ 12,662,100 － 3,335,500 － 2,362,793

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載するこ

とができないことから、直前の基準日である2023年12月31日の株主名簿により記載しております。

 

①【発行済株式】

    2024年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 367,100

完全議決権株式（その他） 普通株式 12,291,200 122,912 －

単元未満株式 普通株式 3,800 － １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数  12,662,100 － －

総株主の議決権  － 122,912 －

（注）１　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株（議決権10個）

含まれております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が54株含まれております。

 

②【自己株式等】

    2024年３月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合（％）

（自己保有株式）

リリカラ株式会社

東京都新宿区西新宿

７丁目５番20号
367,100 － 367,100 2.89

計 － 367,100 － 367,100 2.89

 

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１　四半期財務諸表の作成方法について
　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間（2024年１月１日から2024年３

月31日まで）及び第１四半期累計期間（2024年１月１日から2024年３月31日まで）に係る四半期財務諸表について、

清陽監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３　四半期連結財務諸表について
　当社は、子会社がないため、四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(2023年12月31日)
当第１四半期会計期間
(2024年３月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,804,686 3,748,310

受取手形、売掛金及び契約資産 ※１ 5,942,382 ※１ 6,592,689

電子記録債権 ※１ 2,465,346 ※１ 1,760,232

商品 3,293,953 3,435,908

仕掛販売用不動産 － 351,213

未成工事支出金 199,942 136,470

その他 1,308,038 1,383,331

貸倒引当金 △2,787 △2,953

流動資産合計 16,011,564 17,405,203

固定資産   

有形固定資産 1,469,311 1,505,155

無形固定資産 315,588 319,713

投資その他の資産   

差入保証金 1,403,279 1,402,439

その他 1,048,484 1,123,912

貸倒引当金 △78,456 △61,216

投資その他の資産合計 2,373,308 2,465,135

固定資産合計 4,158,207 4,290,004

資産合計 20,169,771 21,695,207

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 5,615,116 6,220,959

電子記録債務 ※１ 2,441,040 ※１ 2,487,517

短期借入金 334,700 1,230,000

１年内返済予定の長期借入金 551,539 544,699

未払法人税等 157,662 152,945

賞与引当金 318,473 495,903

その他 1,064,770 931,910

流動負債合計 10,483,302 12,063,936

固定負債   

長期借入金 773,841 733,496

退職給付引当金 163,425 150,094

資産除去債務 89,971 90,304

その他 120,638 146,246

固定負債合計 1,147,876 1,120,141

負債合計 11,631,179 13,184,078
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(2023年12月31日)
当第１四半期会計期間
(2024年３月31日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,335,500 3,335,500

資本剰余金 2,362,793 2,362,793

利益剰余金 2,708,087 2,626,796

自己株式 △60,586 △60,586

株主資本合計 8,345,793 8,264,503

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 192,798 246,625

評価・換算差額等合計 192,798 246,625

純資産合計 8,538,592 8,511,128

負債純資産合計 20,169,771 21,695,207
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（２）【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第１四半期累計期間
(自　2023年１月１日
　至　2023年３月31日)

 当第１四半期累計期間
(自　2024年１月１日
　至　2024年３月31日)

売上高 8,679,112 8,427,224

売上原価 5,552,102 5,727,696

売上総利益 3,127,010 2,699,528

販売費及び一般管理費 2,413,033 2,497,716

営業利益 713,976 201,811

営業外収益   

受取利息 258 261

受取配当金 714 920

不動産賃貸料 4,288 6,243

その他 2,361 5,046

営業外収益合計 7,623 12,472

営業外費用   

支払利息 3,402 3,700

手形売却損 2,627 2,387

電子記録債権売却損 5,144 7,972

不動産賃貸費用 5,047 7,521

支払手数料 － 12,000

その他 5,341 388

営業外費用合計 21,563 33,970

経常利益 700,036 180,313

税引前四半期純利益 700,036 180,313

法人税、住民税及び事業税 98,748 127,422

法人税等調整額 149,592 △44,094

法人税等合計 248,340 83,327

四半期純利益 451,695 96,986
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【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

※１　四半期会計期間末日満期手形等の会計処理については、手形交換日に入出金の処理を行う方法によってお

りますが、当四半期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の当四半期会計期間末日満期手形等

が当四半期会計期間末日残高に含まれております。

 
前事業年度

（2023年12月31日）
当第１四半期会計期間
（2024年３月31日）

受取手形 73,988千円 72,103千円

電子記録債権 71,539千円 27,141千円

電子記録債務 13,590千円 7,854千円

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計

期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る減価償却費を含む。）は次のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間
（自　2023年１月１日
至　2023年３月31日）

当第１四半期累計期間
（自　2024年１月１日
至　2024年３月31日）

減価償却費 54,604千円 57,862千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　2023年１月１日　至　2023年３月31日）

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

（千円）

1株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

2023年３月30日

定時株主総会
普通株式 178,276 14.50 2022年12月31日 2023年３月31日 利益剰余金

 

２　基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後

となるもの

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　2024年１月１日　至　2024年３月31日）

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

（千円）

1株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

2024年３月28日

定時株主総会
普通株式 178,276 14.50 2023年12月31日 2024年３月29日 利益剰余金

 

２　基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後

となるもの

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　2023年１月１日　至　2023年３月31日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

    （単位：千円）

 報告セグメント

調整額
四半期損益計算書
計上額（注）

 インテリア事業
スペース

ソリューション
事業

計

売上高      

一時点で移転される財 6,883,333 1,164,194 8,047,528 － 8,047,528

一定の期間にわたり移

転される財
－ 631,584 631,584 － 631,584

顧客との契約から生じ

る収益
6,883,333 1,795,778 8,679,112 － 8,679,112

その他の収益 － － － － －

外部顧客への売上高 6,883,333 1,795,778 8,679,112 － 8,679,112

セグメント間の内部売

上高又は振替高
－ － － － －

計 6,883,333 1,795,778 8,679,112 － 8,679,112

セグメント利益 630,601 83,375 713,976 － 713,976

（注）　セグメント利益の合計額は、四半期損益計算書の営業利益と一致しております。

 

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　2024年１月１日　至　2024年３月31日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

      （単位：千円）

 報告セグメント

その他
（注）１

合計 調整額

四半期
損益計算書
計上額
（注）２

 
インテリア

事業

スペース
ソリューション

事業
計

売上高        

一時点で移転される財 6,040,463 1,881,094 7,921,557 － 7,921,557 － 7,921,557

一定の期間にわたり

移転される財
－ 505,667 505,667 － 505,667 － 505,667

顧客との契約から

生じる収益
6,040,463 2,386,761 8,427,224 － 8,427,224 － 8,427,224

その他の収益 － － － － － － －

外部顧客への売上高 6,040,463 2,386,761 8,427,224 － 8,427,224 － 8,427,224

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － － － －

計 6,040,463 2,386,761 8,427,224 － 8,427,224 － 8,427,224

セグメント利益

（△損失）
12,293 195,927 208,220 △6,408 201,811 － 201,811

（注）１　2024年12月期から2026年12月期までの中期経営計画「Ｂｅｙｏｎｄ－１２０」を策定し、新たな事業を開始

したことに伴い、当第１四半期会計期間から「その他」の区分を追加しております。なお、「その他」の区

分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産関連事業を含んでおります。

２　セグメント利益（△損失）の合計額は、四半期損益計算書の営業利益と一致しております。

 

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

 

（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間
（自　2023年１月１日
至　2023年３月31日）

当第１四半期累計期間
（自　2024年１月１日
至　2024年３月31日）

１株当たり四半期純利益 36円74銭 7円89銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益（千円） 451,695 96,986

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 451,695 96,986

普通株式の期中平均株式数（株） 12,294,947 12,294,946

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

EDINET提出書類

リリカラ株式会社(E02743)

四半期報告書

14/18



（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  
 

2024年5月7日

リリカラ株式会社

取締役会　御中
 

清陽監査法人

　東京都港区
 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 鈴木智喜

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 守安茂弘

 
監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているリリカラ株式会

社の2024年1月1日から2024年12月31日までの第84期事業年度の第1四半期会計期間（2024年1月1日から2024年3月31日ま

で）及び第1四半期累計期間（2024年1月1日から2024年3月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照

表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、リリカラ株式会社の2024年3月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する

第1四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任」に

記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人

としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断してい

る。

 

四半期財務諸表に対する経営者並びに監査等委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成することが適切である

かどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関する

事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどう

か結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期財務諸表の注記事項が適切で

ない場合は、四半期財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論

は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業とし

て存続できなくなる可能性がある。
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・　四半期財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に

準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期財務諸表の表

示、構成及び内容、並びに四半期財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が

認められないかどうかを評価する。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻

害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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